
第６学年 体育科学習指導案 

日 時：平成２４年９月２１日（金） 

                                    ４校時（１１:３５～１２:２０） 

場 所 ：港区立港南小学校グラウンド 

学 級 ：第６学年２組 ３７名 

指導者 ：松尾 美希 

１ 単元名 ボール運動 ゴール型「サッカー」 

２ 単元の目標 

技能 
○蹴る、止める、運ぶといったボール操作をしたり、ボールを保持する人からボールを受けることの

できる場所に動いたりして、攻守入り交じったゲームをすることができる。 

態度 
○進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助け合って活動に取り組むことができる。 

○運動で使用する用具の安全に気を配ることができる。 

思考 

判断 

○自分のチームの特徴を生かした作戦を立てたり、ルールを工夫したりして活動に取り組むことがで

きる。 

３ 単元の評価規準 

関心 

意欲 

態度 

○ボール運動の楽しさや喜びに触れながら進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助け

合って練習やゲームをしようとしている。 

○運動をする場を整備したり、用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。 

思考 

判断 

○ゴール型のゲームの行い方を知るとともに、簡易化されたゲームを行うためのルールを選んで 

いる。 

○チームの特徴に応じた攻め方を知るとともに、自分のチームの特徴に合った作戦を立てている。 

技能 
○簡易化されたゲームで、攻守が入り交った攻防をするためのボール操作やボールを受けるための動

きができる。 

４ 運動の特性（魅力）                  

・相手ゴールに向かってボールを前進させ、シュートしたり、得点ゾーンへボールを運び込んだりする攻防を

すること。 

５ 児童の実態 

（１）意識調査                   （平成２４年９月８日実施 回答数３７名） 
  ①ボール運動（ゲーム）の学習は好きですか 
    好き １９  まあまあ好き ９  あまり好きではない  ９  好きではない  ０ 
  ②今までのボール運動（ゲーム）の学習で楽しいと感じたことはどんなことですか？ 
    自分が点を決めた時１５ 友達や先生にほめられた時７ 勝った時７  作戦がうまくいった時  

チームがまとまった時５ 励まされた時３ めあてが達成した時３ 仲間が点を決めた時２ 等 
③これからボール運動の学習が始まります。学習を楽しくするにはどうすればいいと思いますか？ 

    楽しい雰囲気を作る５  チームワークをよくする４  ほめたり励ましたりする４  
みんなで作戦を考える３ 協力する３ アドバイスをし合う３ みんなが分かるルールを作る３ 等 

④今までのボール運動の学習で、チームで話し合ったことをゲームに役立てることができましたか？ 
    よくできた １０  できた ２３    あまりできなかった ４   できなかった ０ 
  ⑤今までボール運動の学習で、自分のめあてをゲームの中で達成したことがありますか？ 
    よくある １２   時々ある ２２    あまりない ３   ない ０ 
（２）考察 

本学級は、今年度に入り初めてボール運動の学習に取り組む。意識調査の結果から、ボール運動を好む傾

向にあることがわかる。また、これまでのボール運動の経験から、「チームで話し合ったことをゲームに役

立てること」や「自分のめあてをゲームの中で達成した」と感じている児童が多い。その経験を生かし、チ

ームの特徴に応じた作戦を考えたり、チームの中で自分の役割を考えたりしながらゲームを行うようにして

いきたい。 
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６ 単元指導計画（第６学年：ゴール型サッカー） 

重点 運動の楽しさや喜びを味わう 集団で学ぶ力を高める 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６（本時） ７ ８ ９ １０ 

学
習
活
動 

①単元の見通しをもつ。 

②学習資料の活用について知る。 

 

 

 

 

 

③準備運動をする。 

④ゲーム運営の仕方やはじめ

のルールについて知る。 

⑤試しのゲームに取り組む。 

 ・４対４ 

 ・ゲームは時間制 

  （４分－１分－４分） 

⑥整理運動をする。 

⑦学習の振り返りをする。 

⑧学習のまとめをする。 

⑨用具の片付けをする。 

①本時の学習内容を知る。 

②チームの作戦・個人のめあてを確認する。 

③準備運動とゲームにつながる運動をする。 

 

④ゲーム１に取り組む。【２・３・４・５・６時 リーグ戦】 

 ○リーグ戦では多くのチームと対戦し、自分のチーム・相手チームのよさや特徴を知る。 

リーグ戦１ リーグ戦２ 

 ○相互審判やゲームの記録の仕方について知り、取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

⑤全体での振り返りをする。 

⑥ゲーム２に取り組む。○ゲーム１や全体での振り返りを生かしてゲーム２に取り組む。 

①本時の学習内容を知る。 

②チームの作戦・個人のめあてを確認する。 

③準備運動とゲームにつながる運動をする。 

④ゲーム１に取り組む。【７・８・９・１０時 対抗戦】 

 ○対抗戦では同じチームと２回連続で対戦し、相手チームに合わせた作戦や練習を考える。 

 

対抗戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤チームの時間に取り組む。○チームの課題に応じた活動に取り組む。 

⑥ゲーム２に取り組む。 ○ゲーム１で対戦した相手と続けて対戦する。 

⑦整理運動をする。 ⑧学習の振り返りをする。 ⑨学習のまとめをする。 ⑩用具の片付けをする。 

教
師
の
働
き
か
け 

○集団で学ぶ力を高め合うために、学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにして記録カードを記入させたり、チーム内でよ

さを認め合う相手を確認したりする。 

○「技能」「態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。 

○全体の振り返りでは、一人一人が運動の楽しさを視点として振り返る。 

○用具の準備やゲーム間の移動を素早くできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。 

○学習のまとめでは、ゲームでねらった動きができた児童を賞賛する。 

○前時の様子やチームカードの記述等から事前に重点的に指導・支援に入るチームを

決めておくようにする。 

○チームの時間の活用の仕方を指導し、チームの課題解決に向けた活動を主体的に展

開できるように指導する。 

○技能の高まりが見られない児童に対して、個別に動き方の指導をする。 

○記録カードからゲームを分析し、次のゲームに生かすように助言する。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

ゲームを行うコートを整備し

たり用具の安全に気を配った

りしようとしている。【態度】

（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルールやマナーを 

守り、友達と助け 

合って、ゲームを 

しようとしてい 

る。【態度】（観察） 

 

 

チームの友達に声 

をかけたり、よさ 

を見付けたりし 

て、練習やゲーム 

に取り組んでい 

る。【態度】（観察） 

みんなが楽しくで 

きそうなルールを 

選んでいる。【思 

考・判断】（観察・ 

学習カード） 

 

 

 

 

 

 

チームに合った練 

習を選んでいる。 

【思考・判断】（観 

察・学習カード） 

 

 

チームに合った作 

戦を立てている。 

【思考・判断】（観 

察・学習カード） 

 

 

作戦や状況に応じ

て、パスをするこが

できる。【技能】（観

察） 

作戦や状況に応じ 

て、パスを受けるた 

めの場所に動くこ 

とができる。【技 

能】（観察） 

 

 

ボール保持者とゴー

ルの間に体を入れて

相手の得点を防ぐ動

きができる【技能】

（観察） 

 

作戦や状況に応じ 

て、パスを受けてシ 

ュートすることが 

できる。【技能】（観 

察） 

 

 

○３対２（シュートゲーム） ○５対１（ボール回し） ○パスシュート 

・チームカード 

・個人カード 

・ナイスプレーカード 

・タッチ＆シュート 

・チョイス＆チャレンジカード 

＜はじめのルール＞                                           ＜コートの設定＞            ＜ゴールの設定＞ 

・４人対４人（ゴールキーパー１人、フィールド３人、審判１人、記録１人） ・前半４分－１分－後半４分 

・サイドラインを出たら、相手ボールのアンダースローインで始める。 

・エンドラインを出たら、ゴールキーパーのスローで始める。 

・得点後は、センターからキックオフで始める。 

・次の時は相手ボールのフリーキックから始める。 

※反則（相手をたたく。蹴る。押す。つかむ。足をかける。ボールを手で触る。） 

・三角形になることや、

ボールと反対側のサ

イドは空きやすいこ

とに気付かせる。 

・パスしたらすぐスペー

スに走り込むよう助

言する。 

・よい友達を紹介し、準備

や片付けができたこと

を賞賛していく。 

・学習課題やルー

ル を 掲 示 物 で

示し、ルール作

り の 目 的 や 学

習 の ね ら い を

意識付ける。 

・作戦や一人一

人の役割を意

識したチーム

練習になるよ

う、助言する。 

２６ｍ 

１
３
ｍ ３ｍ 

２
ｍ 

３ｍ 

・みんなが楽しめ

る ゲ ー ム に す

る た め に は ど

の よ う な 態 度

が 望 ま し い か

気付かせる。 

・チームワークの

大切さを伝え、

友達のよいプレ

ーを見付けるよ

う助言する。 

・自分たちのチ

ームのよさに

気付かせ、み

んなが活躍で

きる作戦を考

えさせる。 

・動きながらパスをし

ている児童を紹介

し、技能ポイントに

気付かせる。 

・ゲームを止めて説明

をして、ゲーム中に

指示したり、できた

ら認めたりする。 

・役割を 決め た

り、マークする

相 手 を 決 め た

り、その動きに

合 わ せ る よ う

助言する。 

・どの場所だと

シュートが入

りやすいか、

児童が考えら

れるように助

言する。 



７ 本時の学習（１０時間扱いの６時間目） 

（１）目標 

【技能】蹴る、止める、運ぶといったボール操作やボールを受けるための動きによってゴール型の攻防をするこ

とができる。 

【態度】友達と助け合って練習やゲームに取り組んでいる。 

【思考･判断】チームの特徴に応じた攻め方を知り、自分のチームの特徴に応じた作戦を立てている。 

（２）展開  

学習活動 ゲームの簡易化

の視点 

学習環境 教師の働きかけ（☆） 

評価（◇） 

○本時の学習内容を知る。 

○チームの作戦・個人のめあてを確認す

る。 

○準備運動とゲームにつながる運動を

する。 

 ・３対２（シュートゲーム） 

 

○ゲーム１に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体での振り返りをする。 

「チームの作戦はよかったかどうか振

り返ろう。」 

 

 

○ゲーム２に取り組む。 

 

 

 

 

 

○整理運動をする。 

○学習の振り返りをする。 

・チームのめあて ・作戦 

・他者評価  ・自己評価 

 

○学習のまとめをする。 

「チームのよかったところを発表しよ

う。」 

○用具の片付けをする。 

 

用具 

・ソフトサッカー

ボール 

時間 

前半４分 

後半４分 

 

コートの広さ 

○たて３２ｍ×

横２０ｍ 

 

プレー上の制限 

○コート外にボ

ールが出たら

ボールが出た

ところから転

がしてボール

をコートに入

れる。 

○キーパーは、決

められたエリ

アで手を使っ

てもよい。 

 

プレーヤーの数 

４人（GK１人） 

 

得点の仕方 

○相手ゴールに

ボールを運べ

たら得点とす

る。 

○掲示資料 

○用具の準備 

・ゼッケン 

・ゴール 

・ボール 

・フラフープ 

・得点板 

・筆記用具 

 

○ゲームにつながる

運動の場 

 

 

 

 

 

 

○ゲームの場 

 

 

 

 

 

 

・ゴールの大きさ 

 高さ３ｍ×横２ｍ 

 

 

 

○学習資料 

・チームカード 

・個人カード 

・記録カード 

☆掲示資料をもとに学習

内容の見通しをもたせ

る。 

☆本時までに各チームの

作戦やめあてを確認し

ておくようにする。 

 

☆ゲームⅠの様子から児

童の上手にできたとこ

ろやできなかったとこ

ろに気付かせるように

助言する。 

 

◇チームに合った作戦を

立てている。【思考・判

断】（観察・学習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

☆ゲーム中に、チームの

よさを生かした攻撃が

見られたときには称賛

する。 

 

☆チームのめあてや作戦

を振り返ってから、個

人のめあてを振り返る

ように指示する。 

 

☆チームのよかったとこ

ろを発表させる。 

 A コート B コート C コート 

１ 緑vs赤黒 ｵﾚ vs 白 青黒 vs 水色 

２ 水色vs白 ｵﾚ vs 赤黒 青黒 vs 緑 

 

 
A B 

 
C 

 
   

自分たちのチームの

よさに気付かせ、みん

なが活躍できる作戦

を考えさせる。 



 



第６学年 体育科学習指導案 

日 時：平成２４年９月２１日（金） 
                                    ５校時（１３:５０～１４:３５） 

場 所 ：港区立港南小学校 体育館 
学 級 ：第６学年３組 ３５名 
指導者 ：中込 圭 
 

１ 単元名 ボール運動 ゴール型「バスケットボール」 

２ 単元の目標 

技能 
○投げる、受ける、運ぶといったボール操作をしたり、ボールを保持する人からボールを受けるこ

とのできる場所に動いたりして、攻守入り交じったゲームをすることができる。 

態度 
○進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助け合って活動に取り組むことができる。 

○運動で使用する用具の安全に気を配ることができる。 

思考 

判断 

○自分のチームの特徴を生かした作戦を立てたり、ルールを工夫したりして活動に取り組むことが

できる。 

３ 単元の評価規準 

関心 

意欲 

態度 

○ボール運動の楽しさや喜びに触れながら進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助

け合って練習やゲームをしようとしている。 

○運動をする場を整備したり、用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。 

思考 

判断 

○ゴール型のゲームの行い方を知るとともに、簡易化されたゲームを行うためのルールを選んで 

いる。 

○チームの特徴に応じた攻め方を知るとともに、自分のチームの特徴に合った作戦を立てている。 

技能 
○簡易化されたゲームで、攻守が入り交った攻防をするためのボール操作やボールを受けるための

動きができる。 

４ 運動の特性（魅力）                  

・相手ゴールに向かってボールを前進させ、シュートしたり、得点ゾーンへボールを運び込んだりする攻防を

すること。 

５ 児童の実態 

（１）意識調査                   （平成２４年９月８日実施 回答数３５名） 
  ①ボール運動の学習は好きですか 
    好き ２０  まあまあ好き １３  あまり好きではない  １  好きではない  １ 
  ②今までのボール運動（ゲーム）の学習で楽しいと感じたことはどんなことですか？（複数回答） 
   得点を決められたとき １８  上手にできたとき １２  勝ったとき １０  ほめられたとき ７ 
   チームワークがよかったとき ７  チームの中で活躍できたとき ５ 等 

③これからボール運動の学習が始まります。学習を楽しくするにはどうすればいいと思いますか？ 
   協力する １７  声をかけ合う ９  みんながボールをさわる ８  ルールを決める ７ 

けんかしない ４  作戦を考える ３  文句を言わない ３  等 
④今までのボール運動の学習で、チームで話し合ったことをゲームに役立てることができましたか？ 

    よくできた １３  できた １９    あまりできなかった １   できなかった １ 
  ⑤今までボール運動の学習で、自分のめあてをゲームの中で達成したことがありますか？ 
    よくある １８   時々ある １４    あまりない ２   ない ０ 
（２）考察 

本学級は、今年度に入り初めてボール運動の学習に取り組む。クラス替えがあったが、５年生のときには、

キャッチバレー、ティーボール、バスケットボールに取り組んでいる。意識調査の結果から、ボール運動を

好む傾向にあることがわかる。肯定的にとらえていない児童に運動の楽しさや喜びを十分に味わわせていき

たいと考えている。また、「ボール運動の学習を楽しくするためには？」という問いには、チームやルール、

作戦等みんなでバスケットボールの学習をつくっていきたいという肯定的な意見が多い。チームのよさを見

付け、特徴に応じた作戦を考えゲームにつなげていくようにしたい。 

 



６ 単元指導計画（第６学年：ゴール型バスケットボール） 

重点 運動の楽しさや喜びを味わう 集団で学ぶ力を高める 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８（本時） ９ １０ 

学
習
活
動 

①単元の見通しをもつ。 

②学習資料の活用について知る。 

 

 

 

 

 

 

③準備運動をする。 

④ゲーム運営の仕方やはじめ

のルールについて知る。 

⑤試しのゲームに取り組む。 

 ・４対４ 

 ・ゲームは時間制（６分） 

⑥整理運動をする。 

⑦学習の振り返りをする。 

⑧学習のまとめをする。 

⑨用具の片付けをする。 

①本時の学習内容を知る。 

②チームの作戦・個人のめあてを確認する。 

③準備運動とゲームにつながる運動をする。 

 

④ゲーム１に取り組む。【２・３・４・５・６時 リーグ戦】 

 ○リーグ戦では多くのチームと対戦し、自分のチーム・相手チームのよさや特徴を知る。 

リーグ戦１ リーグ戦２ 

  

 

 

 

 

 

⑤全体での振り返りをする。 

⑥ゲーム２に取り組む。 

⑦チームで振り返りをする。 

⑧ゲーム３に取り組む。 

①本時の学習内容を知る。 

②チームの作戦・個人のめあてを確認する。 

③準備運動とゲームにつながる運動をする。 

 

④ゲーム１に取り組む。【７・８・９・１０時 対抗戦】 

 ○対抗戦では同じチームと２回連続で対戦し、相手チームに合わせた作戦や練習を考える。 

対抗戦 

 

 

 

 

 

 

⑤ゲーム２に取り組む。 

⑥ゲーム３に取り組む。 

⑨整理運動をする。⑩学習の振り返りをする。⑪学習のまとめをする。⑫用具の片付けをする。 ⑦整理運動をする。⑧学習の振り返りをする。⑨学習のまとめをする。⑩用具の片付けをする。 

教
師
の
働
き
か
け 

○集団で学ぶ力を高め合うために、学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにして記録カードを記入させたり、チーム内でよ

さを認め合う相手を確認させたりする。 

○事前に「技能」「態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。 

○全体の振り返りでは一人一人が運動の楽しさを視点として振り返るように声をかける。 

○用具の準備やゲーム間の移動を素早くできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。 

○学習のまとめでは、ゲームでねらった動きができていた児童を賞賛する。 

○前時の様子やチームカードの記述等から事前に重点的に指導・支援に入るチームを

決めておくようにする。 

○チームの時間の活用の仕方を指導し、課題解決に向けた活動を主体的に展開できるようにする。 

○技能の高まりが見られない児童に対して、個別に指導をする。 

○記録カードからゲームを分析し、次のゲームに生かすように助言する。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

学習の進め方を知り、進んでゲ

ームに取り組んだり、準備や片

付けをしたりしている。 

【態度】（観察・学習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ルールやマナーを

守り友達と声をか

け合いながら楽し

く練習やゲームを

している。【態度】 

（観察・学習カード） 

 

 

友 達 の 技 能 ・ 態

度・思考判断面の

よいところを見つ

け よ う と し て い

る。【態度】 

（観察・学習カード） 

 

 

 

よりみんなで楽し

めるようなゲーム

になうようにルー

ルを工夫しようと

している。 

【思考・判断】 

（観察・学習カード） 

 

 

 

 

 

 

自分のチームの課

題に則した練習を

選んでいる。 

【思考・判断】 

（観察・学習カード） 

 

 

記 録 カ ー ド を 基

に、自分のチーム

の特徵にあった作

戦を考えている。 

【技能】（観察） 

 

 

ボールを受けるこ

とのできる場所に

動いてパスをもら

うことができる。 

【技能】（観察） 

 

 

 

得点しやすい場所 

に移動し、パスを受 

けてシュートする 

ことができる。 

【技能】（観察） 

 

ボール保持者とボール

を持っていない人やゴ

ールとの間に体を入れ

て相手の攻撃を防ぐこ

とができる。 

【技能】（観察） 

 

 

 

チームの作戦に基 

づいた位置取りや 

ボール操作ができ 

る。【技能】（観察） 

 

 

○シュートゲーム ○２対１ ○パスシュート 

・チームカード 

・個人カード 

・パスパスカード 

・タッチ＆シュートカード 

・どんなところからシュー

トをしているかなカード ＜はじめのルール＞                                            〈コートの設定〉 

・４人対４人（１分間で１人ずつ交代していく） ・時間制（１ゲーム６分） ・ドリブルあり           

・ボールを保持して３歩以上歩けない。 ・ゲームに出ていない時間はラインマンになる。 

・得点はリングに当たったら 1 点、ネットを通ったら 2 点とする。  

・ボールを保持している人からボールをとってはいけない。 

※反則（相手をたたく。押す。つかむ。かかえこむ。ボールを持っている人にぶつかる。身体的接触） 

・相手の攻撃を

振り返って対

抗戦に取り組

むよう声をか

ける。 

・ボール運動に進んで取り

組んでいる児童を賞賛し

ていく。 

・友達と助け合

っている児童

を賞賛してい

く。 

・前時やゲーム

の 振り返り を

基 に練習を 選

拓 するよう に

声をかける。 

・チームカードを基に

自分たちのチームの

よさに気付かせ、みん

なが活躍できる作戦

を考えさせる。 

・チームワークの

大切さを伝え、友

達のよいプレーを

見付けるようアド

バイスする。 

・作戦に応じた

動きをしてい

る児童を賞賛

していく。 

○チームの課題に応じてチームでで選択する 

・記録カードか

ら得点しや

すい場所に

気付かせる。 

・みんなのこと

を 考 え た 意

見 は ル ー ル

に 取 り 入 れ

ていく。 

・三角形になる

ことやボールと

反対側のサイド

が空きやすいこ

と に 気 付 か せ

る。 



７ 本時の学習（１０時間扱いの８時間目） 

（１）目標 

【技能】投げる、受ける、運ぶといったボール操作やボールを受けるための動きによってゴール型の攻防をする

ことができる。 

【態度】友達と助け合って練習やゲームに取り組んでいる。 

【思考･判断】チームの特徴に応じた攻め方を知り、自分のチームの特徴に応じた作戦を立てている。 

（２）展開  

学習活動 ゲームの簡易化

の視点 

学習環境 指導・支援（☆）評価（◇） 

○本時の学習内容を知る。 

○チームの作戦・個人のめあてを確認す

る。 

○準備運動とゲームにつながる運動を

する。 

 ・チームの課題に応じてチームで選択

した運動を行う。 

 

○ゲーム１に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

○ゲーム２に取り組む。 

 

 

○ゲーム３に取り組む。 

 

 

 

○整理運動をする。 

○学習の振り返りをする。 

・チームのめあて ・作戦 

・他者評価  ・自己評価 

 

○学習のまとめをする。 

「チームのよかったところを発表しよ

う。」 

○用具の片付けをする。 

 

用具 

・ソフトバスケッ

トボール 

 

時間 

１ゲーム６分 

 

プレー上の制限 

○ボールを持っ

て３歩以上歩

けない。 

○ボールを持っ

ている人から

ボールをとっ

てはいけない。 

プレーヤーの数 

○４人（１分間で

１人ずつ交代

する。） 

○ゲームに出て

いない時間は

ラインマンに

なる。 

得点の仕方 

○リングに山な

りのボールが

当たったら１

点。 

 ネットを通過

したら３点。 

 

○掲示資料 

○用具の準備 

・ゼッケン 

・ゴール 

・ボール 

・得点版 

・筆記用具 

 

○ゲームにつながる

運動の場 

 

 

 

 

 

○ゲームの場 

 

 

 

 

 

 

・ゴールの高さ 

       ｍ 

 

 

 

○学習資料 

・チームカード 

・個人カード 

・記録カード 

☆掲示資料をもとに学習

内容の見通しをもたせ

る。 

☆本時までに各チームの

作戦やめあてを確認し

ておくようにする。 

 

☆ゲーム１の様子から児

童の上手にできたとこ

ろやできなかったとこ

ろに気付かせるように

助言する。 

 

◇得点しやすい場所に移

動し、パスを受けてシ

ュートすることができ

る。【技能】（観察） 

 

 

 

 

 

☆ゲーム中に、チームの

よさを生かした攻撃が

見られたときには称賛

する。 

☆チームのめあてや作戦

を振り返ってから、個

人のめあてを振り返る

ように指示する。 

☆チームのよかったとこ

ろを発表させる。 

 

 A コート 審判 B コート 審判 

１ vs  vs  

２ vs  vs  

3 vs  vs  

 

審
判
・
記
録 

審
判
・
記
録 

Ｂ Ａ 
 

 
 
 

 
 
 

・記録カードから得

点しやすい場所に

気付かせる。 



第６学年 体育科学習指導案  

日  時：平成２４年９月２１日（金） 
                                     ５校時（１３:５０～１４:３５） 

場 所 ：港区立港南小学校グラウンド 
学 級 ：第６学年１組 ３７名 
指導者 ：高嶋 佑樹 

１ 単元名 ボール運動 ゴール型「ハンドボール」 

２ 単元の目標 

技能 
○投げる、受ける、運ぶといったボール操作をしたり、ボールを保持する人からボールを受けるこ

とのできる場所に動いたりして、攻守入り交じったゲームをすることができる。 

態度 
○進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助け合って活動に取り組むことができる。 

○運動で使用する用具の安全に気を配ることができる。 

思考 

判断 

○自分のチームの特徴を生かした作戦を立てたり、ルールを工夫したりして活動に取り組むことが

できる。 

３ 単元の評価規準 

関心 

意欲 

態度 

○ボール運動の楽しさや喜びに触れながら進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助

け合って練習やゲームをしようとしている。 

○運動をする場を整備したり、用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。 

思考 

判断 

○ゴール型のゲームの行い方を知るとともに、簡易化されたゲームを行うためのルールを選んで 

いる。 

○チームの特徴に応じた攻め方を知るとともに、自分のチームの特徴に合った作戦を立てている。 

技能 
○簡易化されたゲームで、攻守が入り交った攻防をするためのボール操作やボールを受けるための

動きができる。 

４ 運動の特性（魅力）                  

・相手ゴールに向かってボールを前進させ、シュートしたり、得点ゾーンへボールを運び込んだりする攻防を

すること。 

５ 児童の実態 

（１）意識調査                      （平成 24 年 9 月 8 日実施 回答数 34 名） 

   ①ボール運動の学習は好きですか？ 

     好き ２０  まあまあ好き １０  あまり好きではない ４  すきではない  ０ 

   ②今までのボール運動の学習で楽しいと感じたことはどんなことですか？ 

     シュートを決めたとき ２０  勝ったとき １４  良いプレーができたとき ７ 

     チームワークがよかったとき ５  ほめられたとき ３  作戦がうまくいったとき ３ 

   ③ボール運動の学習を楽しくするためにはどうすればいいですか？ 

     チームワークをよくする 7 人  協力する 6 人  みんながボールにさわれるようにする 6 人 

せめない 4 人  友達をほめる 3 人   

   ④今までのボール運動の学習で、チームで話し合ったことをゲームに役立てることができましたか？ 

     よくできた １２  できた ２０  あまりできなかった ２  できなかった ０ 

   ⑤今までのボール運動の学習で、自分のめあてをゲームの中で達成したことがありますか？ 

     よくある １６  時々ある １８  あまりない ０  ない ０ 

（２）考察 

    本学級は、1 学期に大単元（１０時間）のバスケットボールの学習を経験した。意識調査から「シュー

トを決めたとき」「勝ったとき」に楽しさを感じている児童が多く、ボール運動の特性である「集団対集

団で勝敗を競い合う」ことを味わってきていることがわかる。また、自分のめあてをゲームの中で達成す

ことができたと答えた児童も多い。自分やチームの特徴に応じためあてを立てさせ、ゲームの中でめあて

を達成させる喜びを味あわせたい。 

第５２回全国学校体育研究大会プレ発表会 指導案 



６ 単元指導計画（６年 ゴール型ハンドボール） 

重点 楽しさや喜びを味わう 集団で学ぶ力を高める 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９（本時） １０ 

学
習
活
動 

①単元の見通しをもつ。 

②学習資料の活用について知

る。 

 

 

 

 

③準備運動をする。 

④ゲーム運営の仕方やは

じめのルールについて

知る。 

⑤試しのゲームに取り組む。 

 ・４対４ 

 ・ゲームは時間制（８分） 

⑥整理運動をする。 

⑦学習の振り返りをする。 

⑧学習のまとめをする。 

⑨用具の片付けをする。 

①用具の準備をする。 

②本時の学習内容を知る。 

③めあて・作戦を確認する。 

④準備運動をする。 

⑤ゲーム１に取り組む  

・リーグ戦では多くのチームと対戦し、自分のチーム・相手チームのよさや特徴を知る。 

リーグ戦１ リーグ戦２ 

・相互審判やゲームの記録の仕方について知り、取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥全体での振り返り→ゲームにつながる運動 

 

 

⑦ゲーム２に取り組む。 

 ・ゲーム1や全体での振り返りを生かしゲーム2に取り組む。 

①用具の準備をする。 

②本時の学習内容を知る。 

③めあて・作戦を確認する。 

④準備運動をする。 

⑤ゲーム１に取り組む。 

・対抗戦では同じチームと２回連続して対戦し、作戦や練習を考える。 

対抗戦 

 

〈コートの設定〉            〈ゴールの設定〉 

 

 

 

 

 

 

⑥チーム練習に取り組む。 

・チームの課題に応じた活動に取り組む 

共通課題や各チームの活動内容に合わせてチーム練習の内容を決める。 

⑦ゲーム２に取り組む。  

・ゲーム１で対戦した相手と続けて対戦する。 

⑧整理運動をする。 ⑨学習の振り返りをする。 ⑩学習のまとめをする。 ⑪用具の片付けをする。 

教
師
の
働
き
か
け 

○学習資料を活用し、記録カードを記入させたり、チーム内でよさを認め合う相手を確認したりする。 

○事前に「技能」「態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。 

○用具の準備やゲーム間の移動を素早くできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。 

○はじめのルールは簡単に設定し、児童でゲームを築き上げていくようにする。 

○全体の振り返りでは一人一人が運動の楽しさを味わうことができたかを視点として振り返らせる。 

○前時の様子やチームカードの記述等から事前に重点的に指導・支援に入るチーム

を決めておくようにする。 

○チーム練習の活用の仕方を指導し、チームの課題解決に向けた活動を主体的に展

開できるように指導する。 

○記録カードからゲームを分析し、次のゲームに生かすように助言する。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

ゲームを行うコート

を整備したり用具の

安全に気を配ったり

しようとしている。

【態度】（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

みんなが楽しめるよ

うなルールの工夫を

考え、選んでいる。

【思考・判断】（発

言・学習カード） 

ルールやマナーを守

り、友達と助け合っ

て、ゲームをしよう

としている。【態度】

（観察） 

作戦や状況に応じ

て、パスをするこが

できる。【技能】（観

察） 

チームの友達に声を

かけたり、よさを見付

けたりして、練習やゲ

ームに取り組んでい

る。【態度】（観察） 

ボール保持者とゴ

ールの間に体を入

れて相手の得点を

防ぐ動きができる 

【技能】（観察） 

作戦や状況に応じて、

パスを受けるための

場所に動いたりする

ことができる。【技能】

（観察） 

チームのよさを生かした

攻め方を知り、練習を選

んでいる。【思考・判断】 

（観察・学習カード） 

チームのよさを生かした

な攻め方を知り、作戦を

立てている。【思考・判断】

（観察・学習カード） 

作戦や状況に応じて、

パスを受けてシュー

トすることができる。

【技能】（観察） 

 
 

＜学習資料＞ 
・チームカード 
・記録カード 
・練習カード 

〈はじめのルール〉                                           〈コートの設定〉           〈ゴールの設定〉 

・４人対４人（1チーム6人でゴールキーパー1人、フィールドプレイヤー3人、審判1人、記録係1人） 

・時間制（１ゲーム８分：前後半制）・ラインを出たら、相手ボールのスローインで始める。 

・得点後はエンドラインからスローインで始める。 

・ゴールエリアにはキーパーしか入れない。 

・次の時は相手ボールのスローインから始める。 

 ※ボールを持って４歩以上歩く。※反則（相手をたたく。蹴る。押す。つかむ。足をかける） 

サークルハンドボール ３対２シュートゲーム ハーフコート３対３ 

２
０
ｍ 

３２ｍ 

５ｍ 

２
ｍ 

３ｍ 

・動きながらパスをして

いる児童を紹介し、技

能ポイントに気付か

せる。 

・ゲームを止めて説明を

して、ゲーム中に指示

したり、できたら認め

たりする。 

・チームカードから自分

たちのチームのよさに

気付かせ、みんなが活躍

できる作戦を考えさせる。 

・メンバーの得意なこと

を生かしたり、チーム

の中で役割を分担して

作戦を立てるよう助言

する。 

 

・よい友達を紹介

し、準備や片付

けができたこと

を 賞 賛 し て い

く。 

 

・学習課題やルー

ルを掲示物で

示し、ルール作

りの目的や学

習のねらいを

意識付ける。 
 

・チームワーク

の大切さを伝

え、友達のよ

いプレーを見

付けるよう助

言する。 
 

・三角形になること

や、ボールと反対側

のサイドは空きや

すいことに気付か

せる。 

・パスしたらすぐスペ

ースに走り込むよ

う助言する。 

・手を上げて、腰を落

としてマークする

よう助言する。 

・役割を決めたり、

マークする相手

を決めたり、その

動きに合わせるよ

う助言する。 

・作戦や一人一

人の役割を意

識したチーム

練習になるよ

う、練習カー

ドを活用して

助言する。 

 

・どの場所だとシ

ュー トが 入り

やすいか（ゴー

ルから斜め 45°

に走るなど）、

児童 が考 えら

れる よう に助

言する。 

 

・みんなが楽しめ

るゲームにす

るためにはど

のような態度

が望ましいか

気付かせる。 
 



７ 本時の学習（１０時間扱いの９時間目） 

（１）目標 

【技能】投げる、受ける、運ぶといったボール操作やボールを受けるための動きによってゴール型の攻防をする

ことができる。 

【態度】友達と助け合って練習やゲームに取り組んでいる。 

【思考･判断】チームの特徴に応じた攻め方を知り、自分のチームの特徴に応じた作戦を立てている。 

（２）展開  

学習活動 ゲームの簡易化

の視点 

学習環境 教師の働きかけ（☆） 

評価（◇） 

○本時の学習内容を知る。 

○チームの作戦・個人のめあてを確認す

る。 

○準備運動をする。 

 

○ゲーム１に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

○チーム練習に取り組む。 

・チームの課題に応じた活動に取り組む

共通課題や各チームの活動内容に合

わせてチーム練習の内容を決める。 

 

 

○ゲーム２に取り組む。 

・ゲーム１で対戦した相手と続けて対戦 

する。 

 

 

 

○整理運動をする。 

 

○学習の振り返りをする。 

・チームのめあて ・作戦 

・他者評価  ・自己評価 

 

○学習のまとめをする。 

「チームのよかったところを発表しよ

う。」 

○用具の片付けをする。 

 

用具 

・ソフトハンドボ

ール 

時間 

前半４分 

後半４分 

 

コートの広さ 

○たて３２ｍ×

横２０ｍ 

 

プレー上の制限 

○ドリブルはな

し。 

○ゴールの前の

半円（直径５

ｍ）には攻撃側

は立ち入れな

い。 

 

プレーヤーの数 

４人（GK１人） 

※GK が攻撃に

参加すること

で４人対３人

の状況をつく

る。 

 

得点の仕方 

○相手ゴールに

ボールを運べ

たら得点とす

る。 

○掲示資料 

○用具の準備 

・ゼッケン 

・ゴール 

・ボール 

・得点板 

・筆記用具 

 

 

○ゲームにつながる

運動の場 

 

 

 

 

 

 

○ゲームの場 

 

 

 

 

 

 

・ゴールの大きさ 

 高さ３ｍ×横２ｍ 

 

 

 

 

○学習資料 

・チームカード 

・個人カード 

・記録カード 

☆掲示資料をもとに学習

内容の見通しをもたせ

る。 

☆本時までに各チームの

作戦やめあてを確認し

ておくようにする。 

 

☆ゲーム１の様子から児

童の上手にできたとこ

ろやできなかったとこ

ろに気付かせるように

助言する。 

 

☆チームのよさを生かし

たな攻め方を知り、作

戦を立てている。【思

考・判断】（観察・学習

カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ゲーム中に、チームの

よさを生かした攻撃が

見られたときには称賛

する。 

☆チームのよかったとこ

ろを発表させる。 

 A コート B コート C コート 

１ vs vs vs 

２ vs vs vs 

 
Ｃ B 

 
Ａ 

 
緑

 

黄

白

 

赤

桃 

 

橙 

・チームカードから自

分たちのチームのよ

さに気付かせ、みん

なが活躍できる作戦

を考えさせる。 

・メンバーの得意なこ

とを生かしたり、チ

ームの中で役割を分

担して作戦を立てる

よう助言する。 

 

校舎 



 



わかば学級 体育科学習指導案 
日 時：平成２４年９月２１日（金） 
    ４校時（１１：３５～１２：２０） 
場 所：港区立港南中学校 グラウンド 
学 級：わかば学級１～６年 １８名 
指導者：青栁尚透 小島久昌 岡名沙輝 宇野真理 

１ 単元名  ゲーム ゴール型「セストボール」 
  
２ 単元の目標 

技能 ○ゲームに必要な基本的なボール操作をできるようにすると共に、自チームの仲間や

相手の動きに応じた動きができるようにする。 

態度 ○ゲームに進んで取り組むと共に、規則を守ったり勝敗を受け入れたりして仲よく運

動することができるようにする。 
思考 
判断 

○シュートやパスの仕方を工夫したり簡単な作戦を立てたりすることができるように

する。 
３ 単元の評価規準 

関心 
意欲 
態度 

○ゲームに進んで取り組もうとする。 

○規則を守り、友達と励まし合って練習やゲームをしようとしている。 

○勝敗の結果を受け入れようとしている。 

思考 
判断 ○場面によっての自分の役割を理解し、攻めるのか守るのか自分で判断している。 

技能 ○ゲームを楽しむために、シュートやパスをしたりすることができる。 

○シュートやパスをしようとしている相手に、ディフェンスをすることができる。 

４ 運動の特性（魅力） 
・相手ゴールに向かってボールを前進させ、シュートしたり、得点ゾーンへボールを運び込んだりする

攻防をすること。 
 
５ 児童の実態 
（１）意識調査                   （平成２４年９月８日実施 回答数１８名） 
  ① 体育の学習は好きですか？ 
    好き  １２  まあまあ好き  ４  あまり好きではない  ２  好きではない  ０ 
  ② ポートボールや的当てなど、ボールを使ったゲームの学習は好きですか？ 
    好き  １３  まあまあ好き  ４  あまり好きではない  ０  好きではない  １ 

③ ボールを使ったゲームの学習が好きな理由、好きではない理由 （複数回答） 
好きな理由 好きではない理由 

・ゲームに勝つと楽しい １５ 
・シュートが入ると楽しい １３ 
・友達と協力できる  １０ 

・シュートがなかなか入らない １ 
・ルールが難しい １ 
・ボールを使ったゲームが苦手 １ 

  ④ ボールを使ったゲームの学習の中で、応援をしたり一緒に作戦を考えたりしながら学習していますか？ 
  いつもしている １０  時々している ５  あまりしていない １  していない ２ 
 
（２）考察 
   本学級の児童は、１学期に「的当て（第１学年）」「ポートボール（第２～６学年）」の学習を経験し

た。意識調査の「ボールを使ったゲームの学習は好きですか」問いに「好き・まあまあ好き」と答えて

いる児童は１７名だったが、その中でも「シュートが入らない」「パスが上手くつながらない」と感じ

ている児童もいた。また、ボールを使った学習を「好きではない」と感じている児童も１名いる。 
   このことから、より簡易化し、シュートを入れる楽しさを味わえるようなゲームを設定する必要があ

る。シュートを入れる、チームで話し合った作戦を友達と協力してゲームの中で行うなど、発達段階に

応じた楽しさを味わわせられるよう、２リーグ制で学習を進める。

第５２回全国学校体育研究大会プレ発表会 指導案 



６ 学習過程 
段階 運動の楽しさや喜びを味わう 集団で学ぶ力を高める 

時間 １・２ ３ ４ ５（本時）・６・７ 

学 

習 

活 

動 

①セストボールの簡易化したルールを知り、ボールに慣

れたりミニゲームを楽しんだりする。 

②ゲームにつながるよう、投げる運動を行う。 

③様々なチームの仲間とゲームをしたりルールの相談

をしたりし、セストボールの楽しさを知る。 

＊チーム編成を行うために、児童の実態把握を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④整理運動をする。 

⑤学習の振り返りをする。 

⑥学習のまとめをする。 

⑦用具の片付けをする。 

①単元のねらいや学習の進め方を知り、単元の

見通しをもつ。 

○学習資料の活用の仕方について知る。 

 

②チーム編成を行う。 

○技能、態度、思考・判断、及び人間関係を考

慮したチーム編成。 

○単元を通して同一チーム。 

○２リーグ制で行う。 

③ゲームの仕方やルールについて知る。 

④チームミーティングを行う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

⑤学習の振り返りをする。 

⑥学習のまとめをする。 

⑦用具の片付けをする。 

①本時の学習の内容を知る。 

②チームの時間に取り組む。 

 

 

 

 

③ゲーム１ 

④チームミーティングをする。 

○振り返り―練習 

（チーム単位） 

⑤ゲーム２ 

⑥チームミーティングをする。 

（チーム単位） 

 

 

 

 

 

 

⑦学習の振り返りをする。（全体） 

⑧学習のまとめをする。 

⑨用具の片付けをする。 

①本時の学習の内容を知る。 

 

②チームの時間に取り組む。 

 

 

③ゲーム１に取り組む。 

【５～６時 リーグ戦】 【７時 対抗戦】 

○リーグ戦終了後、勝数の多いチームの優勝とする。 

・対戦表に従ってゲームを行う。  

 

④チームミーティングをする。 

○振り返り―練習（チーム単位） 

 

⑤ゲーム２ 

⑥チームミーティングをする。 

（チーム単位） 

 

 

 

⑦学習の振り返りをする。（全体） 

⑧学習のまとめをする。 

⑨用具の片付けをする。 

教
師
の
働
き
か
け 

○学習資料（場の設定図、トーナメント表、学習の流れ表、ルール） 

○自分や友達の良さを見付けていくために、技能のポイントを説明し、気付きの視点にできるようにする。 

○２リーグ制で学習を進め、事前に「技能」「意欲・態度」「思考・判断」の力と、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。 

○作戦の相談やボール慣れがゲームにつながるよう、「活動のねらい」を理解させる。 

○学習の振り返りでは、自分や友達の良さを発見した児童を称賛し、次時のゲーム確認をする。 

○ボール慣れ・チームの時間・ゲームで、「技能」「態度」「思考・判断」の良さを称賛する。 

○⑥のチームミーティングの時間以外にも、「自分の木」のコメントの参考になる児童のつぶや

きを記録しておく。 

○児童が自分達で話し合いを進めていくための前段階とし、話を整理する手助けを行う。 

○技能の高まりが見られない児童に対して、個に応じた支援を行う。 

○自分や友達のよさを生かした作戦を称賛する。 

学
習
活
動
に
即
し
た 

評
価
規
準 

積極的にボールを追いかけ、ゲームを楽しん

でいる。【態】（観察） 

 

 

 

学習のねらいに沿って、自分の考えを言

ったり友達の考えを受け入れたりしなが

ら、キャプテンやチーム名を相談してい

る。【態】（観察） 

 

 

 

学習の流れや自分が所属するリーグ、チ

ーム、ゲームのルールなどを理解する。

【思】（観察） 

 

 

場面によっての自分の役

割を理解し、攻めるのか

守るのか自分で判断して

いる。【思】（観察） 

 

「自分の木」を振り返り、

チームの良さや課題に注

目して作戦を立てて実行

している。【思】（自分の

木・観察） 

 

 

ボールに合わせて素早く

体を移動させたりシュー

トやパスをしたりするこ

とができる。【技】（観察） 

 

 

○ゲームにつながる運動  

○作戦確認 

○「自分の木」 

○整理運動 

○ゲームにつながる運動 ○作戦確認 

○「自分の木」  

○整理運動 

ゲーム時間 

前半：３分間 

（１分間） 

後半：４分間 

A リーグは後半

も３分間 

朝の会の時間に、「自分の木」をチーム内で、またはチームごとに交換をして読み合い、友達が感じている『ゲームの楽しさ』や『自分の良さ』『友達の良さ』を知る。 

A リーグ はじめのルール 

○前半後半で攻守を入れ替わる。 
○攻めるチームは、コート外にあるボールを取り、

ゴールに向かってシュートをする。ボールを運

ぶ時は、持って走ってよい。 
○攻めるチームは、仲間にパスをしてもよい。 
○ディフェンスゾーンには、守るチームしか入っ

てはいけない。 
○守るチームは、ディフェンスゾーンの中から出

ないで守備を行う。 
○時間内に多くシュートを入れたチームの勝ち。 

B リーグ はじめのルール 

○ボールを持って３歩以上歩いたりドリブルをしたりしてはいけない。パスでボールを運ぶ。 
○パスはゴロやバウンドをしてもよいが、投げたボールを再度自分で拾ってはいけない。 
○ゴール回りのディフェンスゾーンは、守備側のチームのみ。 
○わざと相手を押したり持っているボールを取ってしまったりした場合は、その場で相手チームの

ボールで再スタートをする。 

〈学習資料〉 

○自分の木 

B1 コート B2 コート 

Ａリーグコート 

コート図 
ゴールエリア＆ディフェンスゾーン   ボール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・声をかけたり、移動を誘導したりし、意図

的にボールに触れる機会をつくる。 

・「△△さんは、シュートをよ

くほめられているね。」「△

△さんのシュートを使った

作戦はできないかな？」な

ど、チームの良さを具体的

に示す。 

・ゴールの近くに移動したら

すぐにシュートをする練

習をする。 

・ディフェンスにあった場合

はドリブルやパスをし、立

ち止まらない練習をする。 

・声かけや手を引いて移動

を促し、次にすべきプレ

ーを示す。 

・掲示用学習計画に注目させ、視覚的に理

解できるようにする。リーグやチームご

とに集合し、友達の顔を覚えやすくする。 

・話し合いに教師が入り、相手に伝わりやす

いよう意見を補足したり言い換えたりす

る。 



７ 本時の学習（７時間扱いの５時間目） 
（１）目標 
【技能】ゴールに向けてシュートを打ったり、チームの仲間にパスを出したりし、ゴール型のゲ

ームを行うことができる。 

【態度】ルールやマナーを守って、友達と助け合いながら運動に取り組もうとする。 

【思考・判断】場面によっての自分の役割を理解し、攻めるのか守るのか自分で判断している。 

（２）展開 
学習活動 ゲーム簡易化の視点 学習環境 指導・支援（☆）評価（◇） 

○本時の学習内容を知る。 

 

○チームの時間に取り組む。 

・準備運動 

・ボール慣れ 

・作戦確認 

 

○ゲームに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
A リーグ…中央サークルコート 

      3-2-3 分を２ゲーム 

 

 

○チームミーティングを行う。 

・「自分の木」 

・整理運動 

 

 

○学習の振り返りをする。 

・ゲームの楽しさ 

・自分の良さ 

・友達の良さ 

 

○用具の片付けをする。 

 

 
 
コートの広さ 
Ａリーグ…直径 18m 
Ｂリーグ… 
縦 23.7m×横 10.6m 
 
用具 
・ゴール径 90cm 
・ソフトサッカーボール  
 
 
プレー上の制限 
ＡＢリーグ共通 
○ゴール回りの円に

は攻撃側は立ち入

れない。 
Ａリーグ 
○ディフェンスは２

人で行う。 
Ｂリーグ 
○ドリブルはなし。 
 
プレーヤーの数 
○４人 
 ※ゲームの展開を

調整するため、教師が

プレーヤーとして入

るチームもある。その

場合、教師はシュート

を打たない。 
 
 
得点の仕方 
Ａリーグ 
ゴールに入れば１点 
Ｂリーグ 
上のゴール…２点 
横のゴール…１点 

○掲示資料 

○用具の準備 

 ・ボール  

・ゼッケン  

 ・ゴール 

 ・コーン 

 

 

○ゲームの場 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習資料 

・自分の木 

☆掲示資料をもとに学習

内容の見通しをもたせ

る。（T１） 

 

 

☆各チームの作戦を確認

し、作戦を意識したゲー

ムを行えるようにする。

（T１～T8） 

 

 

 

 
◇場面によっての自分

の役割を理解し、攻

めるのか守るのか自

分で判断している。 

【思考】（観察） 
 

 

 

 

 

 

 

☆ゲームの楽しさ、自

分の良さ、友達の良

さで学習を振り返る

ように発問をする。 

      

声かけをしたり手を引いたり

して行動を促し、次にすべきプ

レーを示す。 

B 

１ 

B 

２ A 
第１コート…B リー

グ 
時間 

１ － 3-1-4 

チームミーティング 

作戦確認・練習 
5 

２ － 3-1-4 

 
第２コート…B リー

グ 
時間 

１ － 3-1-4 

チームミーティング 

作戦確認・練習 
5 

２ － 3-1-4 

 



第５学年 体育科学習指導案 

日 時：平成２４年９月２１日（金） 
                                    ４校時（１１:３５～１２:２０） 

場 所 ：港区立港南小学校 体育館 
学 級 ：第５学年３組 ３３名 
指導者 ：下橋 良平 

１ 単元名 ボール運動 ネット型「キャッチバレーボール」 

２ 単元の目標 

技能 
○状況に応じてボールを片手や両手で操作したり、チームの連係プレーによる攻撃が成り立つように

素早く場所を移動したりして、ゲームをすることができる。 

態度 
○進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助け合って活動に取り組むことができる。 

○運動で使用する用具の安全に気を配ることができる。 

思考 

判断 

○自分のチームの特徴を生かした作戦を立てたり、ルールを工夫したりして活動に取り組むことがで

きる。 

３ 単元の評価規準 

関心 

意欲 

態度 

○ボール運動の楽しさや喜びに触れながら進んで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助け

合って練習やゲームをしようとしている。 

○運動をする場を整備したり、用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。 

思考 

判断 

○ネット型のゲームの行い方を知るとともに、簡易化されたゲームを行うためのルールを選んで 

いる。 

○チームの特徴に応じた攻め方を知るとともに、自分のチームの特徴に合った作戦を立てている。 

技能 ○簡易化されたゲームで、チームの連係による攻撃や守備をするための動きができる。 

４ 運動の特性（魅力）                  

・自陣のコートに来たボールを操作し、連係プレーによる攻撃から、相手が捕りにくいようなボールを打ち返

す攻防をすること 

５ 児童の実態 

（１）意識調査                   （平成２４年９月８日実施 回答数３３名） 
  ①ボール運動（ゲーム）の学習は好きですか 
    好き ２５  まあまあ好き ６  あまり好きではない  ２  好きではない  ０ 
  ②今までのボール運動（ゲーム）の学習で楽しいと感じたことはどんなことですか？ 
   得点を決められたとき １３  ほめられたとき １３  勝ったとき １１   

上手にできたとき ７     励まされたとき ６   ボールを触ったとき ３ 等 
③これからボール運動の学習が始まります。学習を楽しくするにはどうすればいいと思いますか？ 

   協力する １０  文句を言わない ９  けんかしない ６  かけ声をかける ５ 
   全力ですすんで取り組む ４  励まし合う ３ 等 

④今までのボール運動の学習で、チームで話し合ったことをゲームに役立てることができましたか？ 
    よくできた ５  できた １６    あまりできなかった ４   できなかった ０ 
  ⑤今までボール運動の学習で、自分のめあてをゲームの中で達成したことがありますか？ 
    よくある ７   時々ある ２０    あまりない ３   ない ０ 
（２）考察 

本学級は、今年度に入り初めてボール運動の学習に取り組む児童である。意識調査の結果から、ボール運

動を好む傾向にあることがわかる。「あまり好きではない」と答えた児童には運動の楽しさや喜びを十分に

味わわせていきたいと考えている。また、「ボール運動の学習を楽しくするためには？」という問いに態度

面に関する答えが多くあった。チームで助け合うことを重点的に指導するとともに、少しずつチームの特徴

に応じた作戦を考え、ゲームにつなげていくようにしていきたい。 
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６ 単元指導計画（第５学年：ネット型ソフトバレーボール）  

重点 運動の楽しさや喜びを味わう 集団で学ぶ力を高める 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６（本時） ７ ８ 

学
習
活
動 

①単元の見通しをもつ。 

②学習資料の活用について知る。 

 

 

 

 

③準備運動をする。 

④ゲーム運営の仕方やはじめ

のルールについて知る。 

⑤試しのゲームに取り組む。 

 ・４対４ 

 ・ゲームは時間制（６分） 

⑥整理運動をする。 

⑦学習の振り返りをする。 

⑧学習のまとめをする。 

⑨用具の片付けをする。 

①本時の学習内容を知る。 

②チームの作戦・個人のめあてを確認する。 

③準備運動とゲームにつながる運動をする。 

 

④ゲーム１に取り組む。【２・３・４・５・６時 リーグ戦】 

 ○リーグ戦では多くのチームと対戦し、自分のチーム・相手チームのよさや特徴を知る。 

 

 ○相互審判やゲームの記録の仕方について知り、取り組む。 

 

 

 

 

 

⑤全体での振り返りをする。 

⑥ゲーム２に取り組む。 

①本時の学習内容を知る。 

②チームの作戦・個人のめあてを確認する。 

③準備運動とゲームにつながる運動をする。 

④ゲーム１に取り組む。【７・８・９・１０時 対抗戦】 

 ○対抗戦では同じチームと２回連続で対戦し、作戦や練習を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤振り返りをする。 

⑥ゲーム２に取り組む。 

 

⑦整理運動をする。 ⑧学習の振り返りをする。 ⑨学習のまとめをする。 ⑩用具の片付けをする。 

教
師
の
働
き
か
け 

○チームの力を高めていくために学習資料を活用することを理解させ、カードの使い方を確認すると共に、チーム内でよさを認めてあげ

る相手を確認する。 

○事前に技能、態度、思考・判断の力が筈質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。 

○準備運動やミニゲームがゲームにつながるよう、活動のねらいを理解させる。 

○用具の準備やゲーム間の移動を素早くできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。 

○全体の振り返りでは一人一人が運動の楽しさを味わうことができたかを視点として振り返らせる。 

○学習のまとめでは、ゲームでねらった動きができた児童を賞賛する。 

○前時の様子やチームカードの記述筈から事前に重点的に指導・支援に入るチームを

決めておくようにする。 

○用具の準備やゲーム間の移動をすばやくできるように、１単位時間の流れ筈を示し

た掲示資料を用意する。 

 

○ゲームに生きるプレーに高まりが見られない児童に個に応じた助言をする。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

楽しさや喜びに触れることが 

できるようボール運動に進ん 

で取り組もうとしている。【態 

度】（観察・学習カード） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の役割の準備 

や片付けをしてい 

る。【態度】（観察・ 

学習カード） 

 

 

 

 

 

 

みんなが楽しくで 

きそうなルールを 

選んでいる。【思 

考・判断】（観察・ 

学習カード） 

 

 

チームに合った作 

戦を選んでいる。 

【思考・判断】（観 

察・学習カード） 

 

 

攻撃につなげやす

い場所でパスを受

け る こ と が で き

る。【技能】（観 

察） 

 

 

作戦や状況に応じ

て、ボール操作を

するこができる。

【技能】（観察） 

 

チームに合った作戦を立てている。 

【思考・判断】（観察・学習カード） 

 

 

チームの作戦に基づいた位置取りや 

ボール操作ができる。【技能】（観察） 

 

 

アタックゲーム ○席替え鬼 

・チームカード 

・個人カード 

・チョイス＆チャレンジカード 

＜はじめのルール＞ 

・人数：４人対４人   ・ゲームは時間制（１ゲーム６分） 

・３回で相手のコートにボールを返球する。 ・ボールを落としたら相手チームに１点が入る。 

・得点をとったチームがサーブを打つ。 ・得点が入ったら時計回りにローテンションをする。 

・１球目キャッチ→２球目キャッチ→３球目はじく 

みんなが楽しめるゲーム 
をつくるにはどうするか。 

チームの作戦はどうしていくか。 チームの作戦は有効だったか。 

・ボール運動に進んで取り

組んでいる児童を賞賛

していく。 

・自分たちのチームのよさに気付

かせ、みんなが活躍できる作戦

を考えさせる。 

・作戦に応じた動きをしている児童

を賞賛していく。 

・ネットの近く

でパスをもら

うことの良さ

に 気 付 か せ

る。 

・自分たちのチー

ム の よ さ に 気

付かせ、みんな

が 活 躍 で き る

作 戦 を 考 え さ

せる。 

・よい友達を紹

介し、準備や

片付けがで

きたことを

賞賛してい

く。 

・動きながらボ

ー ル を つ な

い で い る 児

童を賞賛し、

技 能 の ポ イ

ン ト に 気 付

かせる。 

・学習課題やルー

ル を 掲 示 物 で

示し、ルール作

り の 目 的 や 学

習 の ね ら い を

意識付ける。 

ラリーゲーム 

リーグ戦１ リーグ戦２ 対抗戦 

・コート 

（バドミントンコートを利用） 

 



７ 本時の学習（８時間扱いの６時間目） 

（１）目標 

【技能】ボールを片手や両手で操作しながら、チームの連係による攻撃や守備によって、ネット型の攻防をする

ことができる。 

【態度】友達と助け合って練習やゲームに取り組んでいる。 

【思考･判断】自分のチームの特徴に応じた作戦を立てている。 

（２）展開  

学習活動 ゲームの簡易化

の視点 

学習環境 教師の働きかけ（☆） 

評価（◇） 

○本時の学習内容を知る。 

○チームの作戦・個人のめあてを確認す

る。 

○準備運動とゲームにつながる運動を

する。 

 ・アタックゲーム 

 

○ゲーム１に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体での振り返りをする。 

「チームの作戦はよかったかどうか振

り返ろう。」 

 

○ゲーム２に取り組む。 

 

○整理運動をする。 

○学習の振り返りをする。 

・チームのめあて ・作戦 

・自己評価 

 

○学習のまとめをする。 

「チームのよかったところを振り返ろ

う。」 

○用具の片付けをする。 

 

 

 

コートの広さ 

○バトミントン

コート 

 

プレー上の制限 

○サーブは下手

投げでコート

の前方より投

げ入れる。 

○１球目 

（キャッチ）→ 

２球目 

（キャッチ）→ 

３球目 

（はじく） 

 

プレーヤーの数 

４人対４人 

 

得点の仕方 

○ボールを落と

したら相手チ

ームに一点が

入る。 

○３回で相手コ

ートにボール

を返球する。 

 

 

○掲示資料 

○用具の準備 

・ゼッケン 

・支柱、ネット 

・ボール 

・得点板 

・筆記用具 

 

○ゲームにつながる

運動の場 

 

 

 

 

 

 

○ゲームの場 

 

 

 

 

 

・バドミントンコート

を使用 

・ネットの高さ 

１７０㎝ 

 

 

○学習資料 

・チームカード 

・個人カード 

・記録カード 

☆掲示資料をもとに学習

内容の見通しをもたせ

る。 

☆本時までに各チームの

作戦やめあてを確認し

ておくようにする。 

☆ゲームⅠの様子から児

童の上手にできたとこ

ろやできなかったとこ

ろに気付かせるように

助言する。 

◇作戦や状況に応じて、

ボール操作をするこが

できる。【技能】（観察） 

 

 

 

 

 

 

 

☆ゲーム中に、チームの

よさを生かした攻撃が

見られたときには称賛

する。 

 

☆チームのめあてや作戦

を振り返ってから、個

人のめあてを振り返る

ように指示する。 

☆チームのよかったとこ

ろを発表させる。 

 

 A コート B コート C コート 

１ 

緑黒 

ＶＳ 

赤 

オレ 

ＶＳ 

白 

黄黒 

ＶＳ 

桃色 

２ 

桃色 

ＶＳ 

白 

オレ 

ＶＳ 

赤 

黄黒 

ＶＳ 

緑黒 

 
 

A B 

 
C 

 
緑

 

黄

白

 

赤

桃 

 

橙 

・動きながらボールを

つないでいる児童

を賞賛し、技能のポ

イントに気付かせ

る。 



第５学年 体育科学習指導案 

日 時：平成２４年９月２１日（金） 
                                    ５校時（１３:５０～１４:３５） 

場 所 ：港区立港南小学校グラウンド 
学 級 ：第５学年２組 ３３名 
指導者 ：坂井 直樹 
 

 
１ 単元名 ボール運動 ベースボール型「T ボール」 

２ 単元の目標 

技能 
○止まったボールを打ったり走塁をしたりして攻撃し、また、それを阻止するために捕球したり送球

したりして、攻守を交代しながらゲームをすることができる。 

態度 
○すすんで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助け合って活動に取り組むことができる。 

○運動で使用する用具の安全に気を配ることができる。 

思考 

判断 

○ルールを工夫したり、自分のチームの特徴を生かした作戦を立てたりして活動に取り組むことがで

きる。 

３ 単元の評価規準 

関心 

意欲 

態度 

○ボール運動の楽しさや喜びに触れながらすすんで運動に取り組み、ルールやマナーを守り友達と助

け合って練習やゲームをしようとしている。 

○運動をする場を整備したり、用具の安全を保持したりすることに気を配ろうとしている。 

思考 

判断 

○ベースボール型のゲームの行い方を知るとともに、簡易化されたゲームを行うためのルールを 

選んでいる。 

○チームの特徴に応じた攻め方を知るとともに、自分のチームの特徴に合った作戦を立てている。 

技能 ○簡易化されたゲームで、チームの連係による攻撃や守備をするための動きができる。 

４ 運動の特性（魅力）                  

・進塁し得点したり、進塁を防ぎ得点を与えないようにしたりする攻防をすること 

５ 児童の実態                       （平成２４年 9 月６日実施 回答数 33 名） 

（１） 意識調査 

① ボール運動（ゲーム）の学習は好きですか？ 

好き １８  まあまあ好き １３  あまり好きではない ２  好きではない ０ 

② 今までボール運動の（ゲーム）の学習で楽しいと感じたことはどんなことですか？ 

得点を決められたとき 11  試合に勝ったとき 6  技が新しくできるようになったとき ２  

協力したとき ２  みんなで喜んだとき １  ほめられたとき １ 試合しているとき １ 

上手な人たちを見ているとき １ 一点もとられなかたとき １ 等 

③ これからボール運動の学習が始まります。学習を楽しくするにはどうすればいいと思いますか 

協力する 18  仲良くする 4  アドバイスする ３  みんなでできるルールにする ２  

作戦を考える １  チームのめあてを考える １  準備や片づけをみんなでする １ 等 

④ 今までのボール運動の学習で、チームで話し合ったことをゲームで役立てることができましたか？ 

 よくできた 10  できた 17  あまりできなかった ５  できなかった １ 

⑤ 今までボール運動の学習で、自分のめあてをゲームの中で達成したことがありますか 

 よくできた 11  時々ある 19  あまりない ３  ない ０ 

（２） 考察  

本学級の児童は今年度に入りはじめて初めてボール運動に取り組む児童である。意識調査から、ボー

ル運動を好む傾向にあることがわかる。「あまり好きではない」と答えた児童には運動の楽しさや喜び

を十分に味わわせていきたいと考えている。またチームで話し合ったことをゲームで役立てることが

できなかった児童にはチームカードを活用し、適宜助言・指導を繰り返し、話し合いをゲームにつな

げていくようにしていきたい。 

 

第５２回全国学校体育研究大会プレ発表会 指導案 



６ 単元指導計画（第５学年：ベースボール型ティーボール）  

重点 運動の楽しさや喜びを味わう 集団で学ぶ力を高める 

時間 １ ２ ３ ４ ５ ６（本時） 

学
習
内
容
・
活
動 

①単元の見通しをもつ。 

②学習資料の活用について知る。 

 

 

 

③準備運動をする。 

④ゲーム運営の仕方やはじめの

ルールについて知る。 

⑤試しのゲームに取り組む。 

 ・攻撃は打者一巡。 

 ・守備は５人。（ローテーション） 

 ・２イニングの攻防。 

 ・ゲーム時間は１０分間。 

⑥整理運動をする。 

⑦学習の振り返りをする。 

⑧学習のまとめをする。 

⑨用具の片付けをする。 

①本時の学習内容を知る。 

②チームの作戦・個人のめあてを確認する。 

③準備運動とゲームにつながる運動をする。 

 

 

④ゲーム１（１イニング）に取り組む。【２・３・４・５・６時 リーグ戦】 

 ○リーグ戦では多くのチームと対戦し、自分のチーム・相手チームのよさや特徴を知る。 

 ○相互審判やゲームの記録の仕方について知り、取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤全体での振り返りをする。 

⑥ゲーム２（２イニング）に取り組む。 

⑦整理運動をする。 ⑧学習の振り返りをする。 ⑨学習のまとめをする。 ⑩用具の片付けをする。 

教
師
の
働
き
か
け 

○集団で学ぶ力を高め合うために、学習資料を活用することを理解させ、記入例をもとにして記録カ

ードを記入させたり、チーム内でよさを認め合う相手を確認したりする。 

○「技能」「態度」「思考・判断」の力が等質で、児童同士の人間関係に配慮したチーム編成を行う。 

○全体の振り返りでは、一人一人が運動の楽しさを視点として振り返る。 

○用具の準備やゲーム間の移動を素早くできるように、１単位時間の流れ等を示した掲示資料を用意する。 

○学習のまとめでは、ゲームでねらった動きができた児童を賞賛する。 

○前時の様子やチームカードの記述等から事前に重点的に指導・支援に入るチームを決めておくよう

にする。 

○チームの時間の活用の仕方を指導し、チームの課題解決に向けた活動を主体的に展開できるように

指導する。 

○技能の高まりが見られない児童に対して、個別に動き方の指導をする。 

○記録カードからゲームを分析し、次のゲームに生かすように助言する。 

学
習
活
動
に
即
し
た
評
価
規
準 

ゲームを行うコートを整備した

り用具の安全に気を配ったりし

ようとしている。【態度】（観察） 

 

 

 

 

 

 

ルールやマナーを守り、友達と 

助け合って、ゲームをしようと 

している。【態度】（観察） 

 

 

みんなが楽しくできそうなルー 

ルを選んでいる。【思考・判断】 

（観察・学習カード） 

 

 

 

 

 

 

チームに合った練習を選んでい 

る。【思考・判断】（観察・学習 

カード） 

 

 

打つ、投げる、捕るなどのボー

ル操作をすることができる。【技

能】（観察） 

得点をとるための進塁ができた

り、チームとしての守備の隊形

をとったりする動きができる。

【技能】（観察） 

 

 

・チームカード 

・個人カード 

・チョイス＆チャレンジカード 

○バッティング＆バックホームゲーム 

（カバーリング中継プレー） 

＜はじめのルール＞ 

・人数：１チーム６～７人。攻撃は打者一巡。守備は５人。守備側は、打席ごとにメンバーをローテーションする。 

・ゲーム１は１イニング、ゲーム２は２イニングとする。（対戦するチームは同一。） 

・得点：ティーバッティング後、アウトになるまでに進塁することができた塁までを得点化する。残塁はなし。 

    １塁まで→１点 ２塁まで→２点 ３塁まで→３点 本塁まで→４点 

・アウト：本塁前のアウトゾーンにボールと守備チームの内２人が入った後、「アウト」コールをしたとき。 

・バットは目的に応じて選択することができる。打撃後、バットは必ずバットボックスに収めてから走塁する。 

・セーフティーゾーンには、打撃前に守備が入れない。 

○ワンベースゲーム 

（進塁の攻防） 

チームの課題の応じた 

活動に取り組む 

・学習課題やルールを掲示物

で示し、ルール作りの目的

や学習のねらいを意識付

ける。 

・作戦や一人一人の役割を意

識したチーム練習になる

よう、助言する。 

・進塁をめぐる攻防を楽しん

でいる児童を賞賛し、技能

ポイントに気付かせる。 

・打球の方向や守備の隊形、

連係プレーの仕方を工夫

するようアドバイスする。 

＜コートの設定＞ 

・よい友達を紹介し、準備

や片付けができたこと

を賞賛していく。 

・みんなが楽しめるゲーム

にするためにはどのよ

うな態度が望ましいか

気付かせる。 



７ 本時の学習（6 時間扱いの６時間目） 

（１）目標 

【技能】止まったボールを打ったり走塁をしたりして攻撃し、また、それを阻止するために捕球したり送球した

りして、攻守を交代しながらベースボール型の攻防をすることができる。 

【態度】友達と助け合って練習やゲームに取り組んでいる。 

【思考･判断】自分のチームの特徴に応じた作戦を立てている。 

（２）展開  

学習活動 ゲームの簡易化

の視点 

学習環境 教師の働きかけ（☆） 

評価（◇） 

○本時の学習内容を知る。 

○チームの作戦・個人のめあてを確認す

る。 

○準備運動とゲームにつながる運動を

する。 

 ・ワンベースゲーム（進塁の攻防） 

 

○ゲーム１（１イニング）に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○全体での振り返りをする。 

「チームの作戦はよかったかどうか振

り返ろう。」 

 

 

○ゲーム２（２イニング）に取り組む。 

※ゲーム１と同じ相手と対戦する。 

 

 

○整理運動をする。 

○学習の振り返りをする。 

・チームのめあて ・作戦 

・自己評価 

 

○学習のまとめをする。 

「チームのよかったところを振り返ろ

う。」 

 

○用具の片付けをする。 

コートの広さ 

○塁間１２ｍ 

プレー上の制限 

○目的に応じて

バットを選択

できる。 

○バットは、バッ

トボックスに

入れる。 

○アウトになる

とき、本塁前の

アウトゾーン

にボールと守

備チームの内

２人が入った

後、アウトコー

ルをしたとき 

 

プレーヤーの数 

○打撃は打者一

巡。 

○守備は５人 

 

得点の仕方 

○ティーバッテ

ィング後、アウ

トになるまで

に進塁するこ

とができた塁

までを得点化

する。 

１塁まで→１点 

２塁まで→２点 

３塁まで→３点 

本塁まで→４点 

○掲示資料 

○用具の準備 

・ゼッケン 

・支柱、ネット 

・ボール 

・得点板 

・筆記用具 

 

○ゲームにつながる

運動の場 

 

 

 

 

 

○ゲームの場 

 

 

 

 

・塁間 

 

 

 

 

○学習資料 

・チームカード 

・個人カード 

・記録カード 

☆掲示資料をもとに学習

内容の見通しをもたせ

る。 

☆本時までに各チームの

作戦やめあてを確認し

ておくようにする。 

☆技能の高まりが見られ

ない児童に対して、個

別に動き方の指導をす

る。 

 

◇打つ、投げる、捕るな

どのボールを操作する

ことができる。【技能】

（観察） 

 

 

 

 

 

 

☆ゲーム中に、チームの

よさを生かした攻撃が

見られたときには称賛

する。 

 

☆チームのめあてや作戦

を振り返ってから、個

人のめあてを振り返る

ように指示する。 

 

☆チームのよかったとこ

ろを発表させる。 

 A コート B コート C コート 

１ 

緑 

ＶＳ 

赤 

黄色 

ＶＳ 

白 

青 

ＶＳ 

ピンク 

 

進塁をめぐる攻防を

楽しんでいる児童を

称賛し、技能ポイント

に気付かせる。 

ボ
ー
ル
慣
れ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ Ｅ 

Ｆ 



 


